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人権意識調査から見えてきたもの
令和5年度日南町民人権意識調査の概要
　日南町では、５年に１度、人権意識調査を実施しています。令和５年12月に行った調査結果の一部
を紹介します。調査結果を全てご覧になりたい方は、日南町ホームページをご覧になるか、地域振興セ
ンター又は人権センターにある冊子をご覧ください。　
（１）調 査 対 象　18歳以上の住民登録のある全ての住民
（２）回　答　率　32.6%
（３）調査の項目・人権全般・習慣・教育・啓発活動・同和問題・男女平等・ＬＧＢＴの人々の人権・
　　　高齢者の人権問題・障がいのある方の人権問題・子どもの人権・日本で暮らしている外国人の人
　　　権・個人のプライバシー　　　　　　　　　　

調査の結果（抜粋）

①人権全般ついて
　日常生活で、自分自身が人権侵害を受けた経験がある人は、23.3%。他人が人権侵害を受けている
のを目撃した人は、42.5%（前回調査と比較して9.5ポイント増加）でした。

②啓発活動について
　過去５年間に人権問題の講演会などについて、「参加したことがない」と答えた人は、40.3%（前
回調査と比較して2.4ポイント増加）。その理由として、「忙しくて都合がつかないから」（23.5%）
に次いで「そのような会があることを知らなかった」（21.7%）でした。

③同和問題について
　ここ５年間で同和地区の人々に対する差別的な発言や行動を見聞きしたことがあると回答した人は、
10.5%でした。（前回の調査と比較して2.5ポイント減少）この結果からわかるように、一定の理解は
進んでいますが、部落差別は存在しています。

④身元調査を行うことについて
　身元調査に否定的な意見が一番多い結果となりました（63.5%）

自分自身が受けた経験

他人が受けているのを目撃

ある

23.3%

42.5%

ない

70.8%
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結婚を許す
結婚を反対する
その時にならないと何ともいえない
無回答

75.2%
1.0%
20.6%
3.2%

差別をなくすために真剣に取り組む
部落差別はないので、何もしない
何をしても部落差別はなくならない
同和問題とは関わりたくない
わからない
無回答

29.5%
22.6%
7.6%
3.4%
34.6％
2.3％

ポイント
★自分自身の人権意識を高めることが必要。
★人権問題を学習することで、人権意識を
　高め、自分自身を守ることができる、と
　いう認識を広めていく。

ポイント
★講演会などについて、「会があることを知らなかった」という回答を減らしていくためにも、今後
　も引き続き様々な機会を利用して、さらなる周知を図っていく。人権問題は日常に深く関係してい
　ることから、小地域懇談会を通じて知識や理解を深めるよう啓発する。

ポイント
★身元調査を行うことの誤りについて、理解を求めていく。

ポイント
★「その時にならないと何ともいえない」という回答は、差別を容認（「消極的に結婚に反対」）
　することにつながりかねない。
★部落差別が残っているからこそ、同和問題に対して繰り返し学習をしていく必要がある。
★同和問題を解決するためには、一人ひとりが行動を起こす必要がある。行動を起こす際、「わからな
い」　ということを少しでも減らしていくよう、啓発を引き続き行っていく。

　約２割の人が人権侵害を受け、約４割の人が
見聞きしたことになります。この数字は決して
少ない数字ではありませ
ん。人権侵害を受けなが
ら受けたという自覚のな
いケースもあります。
　人権問題は差別を見抜
く力がなければ、気がつ
かないまま放置されてし
まいます。

　「部落差別を見聞きしたことがない」と回答
した人が一番多い結果でした。しかし、「見聞
きしたことがない」ので「部落差別はない」の
ではなく、「気が付いていない」「部落差別を
見抜けない」ということも考えられます。
　人権・同和教育が目指すところは、差別を見
抜き、差別に負けない力を身につけるとともに
一人ひとりが差別的な状況を変えていく力を養
うことにあります。

　身元調査は、結婚差別や就職差別に
つながるほか、プライバシーの侵害に
も関わります。
そのため、身元
調査を行うこと
は誤りです。

〇「もし、あなたや家族、親戚が結婚するとき、
　相手が同和地区の出身だとわかったら、あな
　たはどうされますか。」という問いへの回答

昔から誰もがやっていることなので、当然
おかしいと思うが、反対してもしかたがない
間違っているので、なくすように努力する
そのような調査は、全く必要ない
その他・無回答

5.6%
13.5%
21.8%
41.7%
17.4%

〇「就職や結婚のとき、本人の人柄や実力とは関係ない
　ことがらを調査することについて、あなたはどう思わ
　れますか。」という問いへの回答

〇「同和問題解決のために、あなた自身はどう
　したらよいと思われますか。」という問いへ
　の回答

　〇講演会などの参加回数　１～４回（38.8%）、５～９回（13.3%）、１０回以上（7.4%）
　　　　　　　　　　　　　参加したことがない（40.3%）


